
芦屋市のごみの現状と課題



芦屋市の処理施設

焼却施設

資源化施設

パイプライン施設

単独建設
（建て替え予定）

広域化検討対象

３つの処理施設が存在



芦屋市のごみ量①

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度
燃やすごみ 28,348 27,526 27,333 27,239 26,123
燃やさないごみ 3,164 3,400 3,578 3,617 3,512
合計 31,512 30,926 30,911 30,856 29,635
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ごみ量は年々微減。R元年度は前年比４％減



芦屋市のごみ量②

兵庫県下でも下位の部類



芦屋市のごみ量③

品目 収集方法 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 R元年度

収集ごみ

直 営 7,197 7,100 7,047 7,011 6,962
パイプライン 2,783 2,524 2,438 2,354 2,152
委 託 7,765 7,548 7,433 7,367 7,215

粗大ごみ 直 営 180 - - - -
植木剪定ごみ 直 営 213 193 54 44 44

持込ごみ
許 可 6,056 6,108 6,126 6,163 6,026
自 己 4,154 4,053 4,235 4,300 3,724

燃やすごみ計 28,348 27,526 27,333 27,239 26,123
収集ごみ

(缶，びん，ペットボトル
等）

直 営 833 848 837 870 832

委 託 931 919 897 917 903

紙資源
直 営 461 432 383 338 311
委 託 701 658 612 612 596

粗大ごみ 直 営 77 273 295 309 302
一時多量ごみ 直 営 - - 190 193 170

持込ごみ
許 可 95 102 105 112 126
自 己 66 168 259 266 272

燃やさないごみ計 3,164 3,400 3,578 3,617 3,512
ごみ計 31,512 30,926 30,911 30,856 29,635

ごみ量の８８％は燃やすごみ
（単位：ｔ）



燃やすごみの組成分析

ごみの種類・組成
2019年 2020年

平均
5月20日 8月23日 11月19日 2月17日

紙類 38.05 34.2 44.25 35.4 37.98

厨芥類 9.76 2.55 9.82 4.19 6.58

布類 7.1 3.32 3.43 7.36 5.3

草木類 12.2 21.27 12.93 12.78 14.8

プラスチック類（塩ビ，ペット除く） 29.87 29.82 24.25 34.26 29.55

塩ビ（ポリ塩化ビニール） 0 0 0 0 0

ペットボトル 1.43 0.78 1.42 2.53 1.54

ゴム類 0 0.87 0 0 0.22

金属類 0.77 3.08 2.38 2.08 2.08

ガラス類 0.46 0.51 1.26 0.71 0.74

瀬戸物・砂石類 0 3.35 0 0 0.84

その他（２㎜メッシュ通過分） 0.36 0.25 0.26 0.69 0.37

燃やすごみの多くが紙類

単位：％



芦屋市の分別

芦屋市は１２分別



排ガス中の水銀濃度の基準値超え

水銀を含むごみが燃やすごみに混入

令和２年９月市民全戸配布チラシ



事業系展開検査

カン・ビン・ペットボトル等も混在



事業系ごみの分類

本来であれば捨てることができないごみが混入



分別された資源ごみの売却価格

売却項目
売却額（円/ｋｇ）

H30 H31 R2

スチール缶 11.0 10.0 2.0

アルミ缶 118.0 86.0 46.0

ガラス・ビン（無色） △4.2 △4.3 △4.3

ガラス・ビン（茶色） △5.5 △6.0 △5.9
ガラス・ビン（その他） △9.7 △11.6 △13.7

ペットボトル 81.7 44.2 ※(未定）

シュレッダー 13.6 1.0 1.3

スクラップ 18.1 2.0 3.3

アルミ屑 95.0 30.0 20.0

被覆電線 172.0 40.0 40.0

銅 530.0 - －

真鍮 390.0 - －
ステンレス屑 68.3 35 20.0

小型電子機器等（高品位） 50.0 25.0 3
小型電子機器等（中品位） 6.0 2.0 ▲20.0

新聞紙 12.0 6.9 3.0

雑誌・チラシ 10.0 7.1 1.0

段ボール 12.0 9.0 2.0

紙パック 10.0 9.0 1.0

古着 10.0 3.0 1.0

資源ごみの価格は大幅に低下



基本計画の目標値の達成状況

目標値

項目＼年度 単位
R1

（実績）
R1
（目標）

評価

① 1人1日当たりのごみ排出量 g/人・日 942.0 958.9 達成

② 1人1日当たりの家庭系ごみ排出量 g/人・日 534.2 537.1 達成

③ 事業系ごみ排出量 t/年 8,970 8,721 未達成

④ 集団回収量 t/年 3,332 3,955 未達成

⑤ リサイクル率 － 16.3% 18.6% 未達成

⑥ 最終処分量 t/年 4,354 4,906 達成

項目＼年度 単位
H30
（実績）

H30
（目標）

評価

① 1人1日当たりのごみ排出量 g/人・日 979.6 974.5 未達成

② 1人1日当たりの家庭系ごみ排出量 g/人・日 551.5 548.3 未達成

③ 事業系ごみ排出量 t/年 9,491 8,858 未達成

④ 集団回収量 t/年 3,482 3,931 未達成

⑤ リサイクル率 － 16.3% 18.3% 未達成

⑥ 最終処分量 t/年 4,521 4,987 達成

Ｒ元年度は３項目で目標値を達成



現時点での達成状況の評価

目標達成に対する評価

項目＼年度 評価 考察

① 1人1日当たりのごみ排出量 達成

排ガス中の水銀濃度の排出基準を上回る問題があり，
市民・事業者の方の減量への取組みがあったため

② 1人1日当たりの家庭系ごみ排出量 達成

③事業系ごみ排出量 未達成 事業系ごみの適正化が進んでいるため

④集団回収量 未達成

新聞・雑誌等のデジタル化が進んだことに伴う初期目
標値との乖離があるため

⑤リサイクル率 未達成

⑥最終処分量 達成 燃やすごみの減量及び分別の効果



現時点での課題

主たる課題

①燃やすごみの中に，本来混ざることのないものが含まれている

②適正な目標値の設定

ごみのことを自身の問題として捉える

目標の達成・未達成及び現状を踏まえた主たる課題


